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        No. 2594
2022 年 7 月 19 日

【
う
ら
へ
続
く
】

  

参
議
院
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て

        

日
本
共
産
党
中
央
委
員
会
常
任
幹
部
会
は
、
２
０
２
２
年
７
月
11
日
、

　
　

参
議
院
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て
次
の
声
明
を
発
表
し
ま
し
た
。（
要
旨
）

　

７
月
10
日
投
開
票
さ
れ

た
参
議
院
選
挙
で
、
日
本

共
産
党
に
ご
支
持
を
い
た

だ
い
た
有
権
者
の
み
な
さ

ん
、
酷
暑
の
も
と
で
奮
闘

し
て
い
た
だ
い
た
支
持
者
、

後
援
会
員
、
サ
ポ
ー
タ
ー
、

党
員
の
み
な
さ
ん
に
心
か

ら
の
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
唯
一

の
現
職
区
だ
っ
た
東
京
選

挙
区
で
山
添
拓
候
補
の
再

選
を
か
ち
と
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。若
い
世
代
、市

民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
サ

ポ
ー
タ
ー
の
み
な
さ
ん
の

創
意
あ
ふ
れ
る
活
動
で
、

山
添
候
補
が
無
党
派
層
の

な
か
で
最
も
多
く
の
得
票

を
獲
得
し
た
こ
と
は
、
今

後
に
生
き
る
と
り
く
み
だ

と
考
え
ま
す
。
沖
縄
選
挙

区
で
、
大
激
戦
を
制
し
て

「
オ
ー
ル
沖
縄
」の
イ
ハ
洋

一
候
補
の
議
席
を
守
り
抜

く
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、

沖
縄
の
今
後
を
展
望
し
て

も
重
要
な
勝
利
で
す
。

　

比
例
代
表
選
挙
で
は
、

改
選
５
議
席
か
ら
３
議
席

へ
の
後
退
と
い
う
、
た
い

へ
ん
に
残
念
な
結
果
と
な

り
ま
し
た
。
常
任
幹
部
会

と
し
て
責
任
を
深
く
痛
感

し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、

今
回
の
参
院
選
の
教
訓
を

明
ら
か
に
し
、
ど
う
や
っ

て
そ
の
弱
点
を
打
開
し
て

い
く
か
、
全
党
の
み
な
さ

ん
の
知
恵
と
経
験
に
学
び

た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う

か
率
直
な
ご
意
見
・
ご
提

案
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
は
、
強
く
大
き
な

党
を
つ
く
る
た
め
に
、
新

た
な
決
意
で
全
力
を
つ
く

し
ま
す
。

　

選
挙
戦
で
日
本
共
産
党

は
、平
和
を
め
ぐ
っ
て「
軍

事
費
２
倍
」、「
敵
基
地
攻

撃
能
力
」
の
保
有
、「
核
抑

止
力
」
強
化
、「
９
条
を
変

え
ろ
」
な
ど
の
大
合
唱
に

正
面
か
ら
立
ち
向
か
い
、

憲
法
９
条
を
生
か
し
て
東

ア
ジ
ア
に
平
和
を
つ
く
る

「
外
交
ビ
ジ
ョ
ン
」を
対
案

と
し
て
訴
え
て
た
た
か
い

ま
し
た
。
暮
ら
し
の
問
題

で
は
、
物
価
高
騰
か
ら
暮

ら
し
を
守
る
、
消
費
税

５
％
へ
の
減
税
、
大
企
業

の
内
部
留
保
へ
の
課
税
に

よ
る
賃
上
げ
の
促
進
、
気

候
危
機
打
開
、
ジ
ェ
ン
ダ

ー
平
等
な
ど
の
一
連
の
政

策
に
対
し
て
、
期
待
が
広

が
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は

ど
れ
も
国
民
の
切
実
な
願

い
で
す
。
日
本
共
産
党
は

公
約
実
現
の
た
め
に
全
力

を
あ
げ
ま
す
。

　

と
り
わ
け
９
条
改
憲
を

許
さ
な
い
た
た
か
い
は
、

待
っ
た
な
し
の
重
大
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
海
外

で
の
武
力
行
使
へ
の
一
切

の
制
約
を
取
り
払
う
９
条

改
憲
を
許
す
な
の
一
点
で
、

国
民
的
な
大
運
動
を
お
こ

し
、
９
条
改
憲
に
反
対
す

る
国
民
的
多
数
派
を
つ
く

る
新
た
な
た
た
か
い
に
立

ち
上
が
る
こ
と
を
、
心
か

ら
呼
び
か
け
ま
す
。

岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

労
働
時
間
短
縮
を
提
言

し
て
き
た
団
体
「
週
４
日

労
働
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の

ジ
ョ
ー
・
リ
ー
ル
代
表
は

「
し
っ
か
り
休
め
ば
よ
く

働
く
こ
と
が
で
き
る
。
労

働
者
と
雇
用
者
ど
ち
ら
に

と
っ
て
も
プ
ラ
ス
だ
」

「（
週
４
日
労
働
は
）
大
き

な
う
ね
り
に
な
っ
て
い

る
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

英
国
で
、
70
の
企
業
の

労
働
者
３
３
０
０
人
を
対

象
に
賃
金
を
維
持
し
た
ま

ま
週
４
日
労
働
に
移
行
す

る
世
界
最
大
規
模
の
実
証

実
験
が
姶
ま
り
ま
し
た

（
６
月
６
日
）。
生
産
性
や

従
業
員
の
福
利
厚
生
、
環

境
や
男
女
平
等
に
与
え
る

影
響
を
調
査
し
ま
す
。
参

加
企
業
は
食
品
業
界
や
ス

キ
ン
ケ
ア
、
住
宅
関
連
か

ら
大
手
金
融
機
関
ま
で
多

イギリスで週４日労働実験
      賃金を維持したまま

      生産性・環境影響など調査 

　

参
議
院
選
挙
。「
共
産
党

は
健
闘
し
た
が
比
例
3
、

選
挙
区
１
の
4
議
席
に
と

ど
ま
り
残
念
」「
激
戦
の
東

京
選
挙
区
で
山
添
拓
さ
ん

が
再
選
さ
れ
て
よ
か
っ
た
。

彼
は
出
口
調
査
で
無
党
派

層
の
支
持
が
ト
ッ
プ
だ
っ

た
」「
沖
縄
で
は
オ
ー
ル
沖

縄
の
イ
ハ
洋
一
さ
ん
が
自

民
公
認
・
公
明
推
薦
の
候

補
と
の
一
騎
打
ち
に
せ
り

勝
ち
、
辺
野
古
新
基
地

ノ
ー
の
民
意
が
ま
た
勝
利

し
た
」「
岸
田
首
相
は
改
憲

を
強
調
す
る
が
、
参
院
選

の
争
点
の
世
論
調
査
で
改

憲
は
わ
ず
か
４
％
だ
」「
国

民
が
改
憲
を
信
任
し
た
わ

け
で
は
な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

「
14
日
、東
京
都
の
新
た
な

感
染
者
は
１
万
６
６
６
２

人
。
３
日
連
続
１
万
人
超

え
だ
」「
専
門
家
会
議
が
、

２
週
間
後
に
は
５
万
３
０

０
０
人
を
超
え
る
と
危
機

感
を
示
し
た
」「
４
回
目
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
医
療
従

事
者
や
高
齢
者
施
設
の
従
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

　

防
衛
省
関
係
者
が
戦
況
報
道
占
拠

  
政
権
と
一
体
「
軍
拡
誘
導
」

　

問
わ
れ
る
報
道
の
独
立
と
自
由

　

参
院
選
で
、
自
民
・
公

明
・
維
新
・
国
民
の
改
憲

勢
力
は
軍
拡
の
大
合
唱
で

し
た
。
背
景
に
、
防
衛
研

究
所
関
係
者
や
元
自
衛
隊

幹
部
が
連
日
の
よ
う
に
テ

レ
ビ
に
出
演
し
、「
榴
弾
砲

は
や
は
り
多
い
方
が
い
い

の
で
、
１
０
０
を
超
え
る

規
模
の
砲
が
必
要
」
な
ど

戦
況
を
と
く
と
く
と
分
析

し
、
危
機
感
を
あ
お
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

防
衛
研
究
所
は
防
衛
省

の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
、
研

究
部
員
の
発
言
は
一
個
人

の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

外
交
に
よ
る
解
決
を
追
求

せ
ず
、
軍
拡
を
進
め
る
岸

田
政
権
の
広
報
・
宣
伝
担

当
と
な
り
ま
す
。

　

メ
デ
イ
ア
に
は
戦
争
を

防
ぎ
、
平
和
を
追
求
す
る

義
務
が
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
昔
の
大
本
営
発
表

の
よ
う
な
垂
れ
流
し
状
態
。

報
道
の
独
立
と
自
由
が
問

わ
れ
ま
す
。

即時原発ゼロ、石炭火力
撤退で気候危機の打開を

　

岸
田
政
権
は
14
日
、
電

力
不
足
を
口
実
に
原
発
９

基
の
再
稼
働
を
め
ざ
す
と

の
べ
ま
し
た
。

　

そ
も
そ
も
今
の
電
力
不

足
は
、
化
石
燃
料
に
大
き

く
依
存
し
て
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
省
エ
ネ
の

推
進
を
怠
っ
て
き
た
ツ
ケ

が
あ
ら
わ
れ
た
も
の
で
す
。

自
公
政
権
の
責
任
は
重
大

で
す
。

　

日
本
も
参
加
し
て
い
る

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

国
際
機
関
、
Ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ａ

の
報
告
書「
新
た
な
世
界
」

は
「
化
石
燃
料
に
大
き
く

依
存
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

移
行
に
対
応
で
き
な
い
国

は
リ
ス
ク
に
さ
ら
さ
れ

る
」
と
警
告
し
て
い
ま
す
。

　

即
時
原
発
ゼ
ロ
、
石
炭

火
力
か
ら
の
撤
退
、
再
エ

ネ
大
量
普
及
で
気
候
危
機

打
開
の
方
向
に
転
換
す
べ

き
で
す
。

コロナウイルス数分で検出
          科学誌『コミュニケーションズ・
          バイオロジー』（５月 26 日付）

  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

を
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
並
み
の
感

度
で
素
早
く
検
出
で
き
る

自
動
装
置
を
、
理
化
学
研

究
所
や
東
京
大
学
な
ど
の

研
究
チ
ー
ム
が
開
発
。
来

年
度
中
に
製
品
化
を
目
指

し
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

  

Ｐ
Ｃ
Ｒ
法
は
、
ウ
イ
ル

ス
Ｒ
Ｎ
Ａ
（
遺
伝
情
報
）

事
者
に
も
拡
大
さ
れ
た
」

「
政
府
は
様
子
見
で
対
応

が
遅
い
」「
無
料
頻
回
の
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
の
体
制
や
医
療

機
関
へ
の
助
成
を
す
ぐ
に

強
化
す
べ
き
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
　

×　
　
　
　

×

　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
。「
13
日
、ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
穀
物
輸
出
再
開
に
向

け
、
国
連
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、

ロ
シ
ア
、
ト
ル
コ
の
４
者

が
協
議
。
航
路
の
安
全
確

保
で
合
意
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

福
島
第
一
原
発
事
故
の

東
電
株
主
訴
訟
で
賠
償
命

じ
る
（
13
日
、東
京
地
裁
）。

「
安
全
対
策
の
欠
如
な
ど

で
旧
経
営
陣
４
人
の
経
営

責
任
を
認
め
、
13
兆
円
余

の
損
害
賠
償
を
命
じ
た
」

「
東
電
旧
経
営
陣
の
民
事

上
の
責
任
を
認
め
た
判
決

は
初
め
て
。
画
期
的
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

  

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ

報
告
書
（
13
日
）
で
日
本

は
１
１
６
位
。「
主
要
先
進

国
で
最
下
位
だ
」「
政
治
と

経
済
分
野
の
遅
れ
が
大
き

い
」「
男
女
の
賃
金
格
差
の

解
消
や
非
正
規
雇
用
の
正

　

安
倍
元
首
相
銃
撃
事
件
。

「
山
上
容
疑
者
は
母
親
が

宗
教
団
体
の
旧
統
一
教
会

に
の
め
り
込
み
破
産
し
た

の
で
恨
み
が
あ
っ
た
と
供

述
し
た
」「
安
倍
氏
は
関
連

団
体
に
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
寄
せ
て
い
た
」「
民
主

主
義
の
た
め
に
も
、
旧
統

一
教
会
と
保
守
政
治
の
密

着
ぶ
り
を
暴
く
べ
き
だ
」

規
化
に
本
腰
で
取
り
組
む

べ
き
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

埼
玉
県
で
記
録
的
短
時

間
大
雨
情
報
が
相
次
い
で

発
表
さ
れ
た（
12
日
）。「
鳩

山
町
付
近
で
は
１
時
間
に

約
１
０
０
ミ
リ
の
猛
烈
な

雨
が
降
っ
た
」「
気
候
危
機

へ
の
対
応
は
待
っ
た
な
し

だ
」

　

自
民
党
な
ど
が
主
張
す

る
大
軍
拡
に
は
、
財
務
省

か
ら
も
懸
念
が
出
て
い
ま

す
。
４
月
20
日
に
財
務
省

の
財
政
制
度
等
審
議
会
の

部
会
に
提
出
し
た
資
料
で
、

軍
事
費
増
加
の
問
題
点
を

列
挙
し
て
い
ま
す
。

　

自
民
党
は
５
年
以
内
に

Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
２
％
以
上
に
増

や
す
と
し
て
い
ま
す
が
、

そ
う
な
る
と
軍
事
費
は

11
・
２
兆
円
に
も
な
り
ま

す
。
財
源
に
つ
い
て
、
自

民
党
や
維
新
の
一
部
は
借

金
で
あ
る
国
債
（
公
債
）

の
発
行
を
主
張
し
て
い
ま

す
。
財
務
省
資
料
は
こ
れ

に
つ
い
て
、
日
本
が
第
２

次
世
界
大
戦
中
に
軍
事
費

に
１
４
９
８
億
円
も
の
借

金
を
し
た
と
指
摘
、
戦
後

に
ハ
イ
パ
ー
イ
ン
フ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
引
き
起
こ
し
、

「
歯
止
め
な
き
公
債
発
行

は
、
結
果
的
に
国
民
資
産

の
毀
損
を
引
き
起
こ
し

た
」
と
述
べ
、
現
在
の
日

本
で
裏
付
け
の
な
い
ま
ま

軍
事
費
を
賄
い
続
け
る
と

「
結
果
的
に
そ
れ
自
体
が

我
が
国
の
脆
弱
性
に
な
り

か
ね
な
い
」
と
警
告
し
て

い
ま
す
。

を
増
や
す
必
要
が
あ
る
た

め
１
時
間
程
度
か
か
り
ま

す
が
、
今
回
開
発
し
た
装

置
は
、
ウ
イ
ル
ス
Ｒ
Ｎ
Ａ

１
分
子
を
識
別
し
、
検
体

の
調
整
か
ら
陰
性
や
陽
性

の
判
定
ま
で
全
自
動
で
９

分
以
内
に
完
結
で
き
ま
す
。

多
種
の
ウ
イ
ル
ス
を
検
出

軍事費２倍で 11.2 兆円

 財務省
　「国が脆弱になりかねない」 

で
き
る
ほ
か
、
変
異
株
を

判
別
で
き
、
次
世
代
の
感

染
症
診
断
装
置
と
し
て
期

待
さ
れ
ま
す
。
１
回
の
検

査
に
か
か
る
コ
ス
ト
は
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
や
抗
原
検
査
と

同
等
だ
と
い
い
ま
す
。


